
�　　第 1章　神経学を学ぶ人に

神経から入る感覚線維の通り道（図 1─2），それ
と 12 対の脳神経とそれらの脳からの派出部位で
ある（495 頁，図 20─13 参照）．このくらいの知
識があれば，患者さんの示す神経症候からどこに
責任病巣があるかを推定するプロセス，すなわち
局所診断は謎解きのようなおもしろささえもって

くるのである．少しおもしろさがわかってきたら
大脳基底核や小脳が錐体路系とどうからんでいる
かなどを勉強していくとよいと思う．

3．神経学の学び方，本書の構成

初心者が神経学を学ぶのに神経解剖の復習から
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錐体路は主に前頭葉中心回の運動野に発し，内包
を経て，中脳大脳脚，橋底部，延髄錐体を通り，
延髄下部で背側に移動しながら対側へ交叉し，脊
髄の側索を下行して，脊髄前角細胞とシナプスを
作る．
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図 1─1　随意運動をつかさどる経路
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